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-昭和町一般廃棄物処理基本計画【見直し】-概要版- 
 

1. 昭和町一般廃棄物処理基本計画の概要 

① 計画見直しの背景 

本町は、循環型社会形成の更なる推進や快適な生活環境の構築のために、ごみ及び生活排水
の長期的かつ総合的な処理体制の充実を推進するため、2019年（平成31年）３月に本計画を
策定し活動してまいりました。この度令和５年度を迎え中間年度となるため、計画の進捗状況や社
会情勢の変化を踏まえ、計画の中間見直しを行うこととしました。 

 

② 計画の位置づけ 

本計画は、一般廃棄物(ごみ・生活排水)を対象とした計画であり、ごみ処理に関する基本方針を
定める「ごみ処理基本計画」と、生活排水処理に関する基本方針を定める「生活排水処理基本計
画」で構成されています。 

 

 
 

③ 計画対象区域と目標年次 

・計画対象区域：本町全域  
・計画目標年次：2028年度（令和10年度）／中間目標：2023年度（令和５年度）  
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2. ごみ処理基本計画 

① ごみの現況と課題の整理 

総排出量は減少傾向であり、2018年度（平成30年度）から2022年度（令和４年度）にか
けて約500ｔ減少しています。１人１日あたりの生活系ごみの排出量も、2021年度（令和３年
度）には再び減少に転じています。 

 
(g) 

 
2018 年度 

（H30） 

2019 年度 

（R1） 

2020 年度 

（R2） 

2021 年度 

（R3） 

2022 年度 

（R4） 

1 人 1 日当たりの 

生活系ごみ排出量 
787 824 859 818 788 

 
資源物収集量は横ばいであるものの、ごみ総排出量が減少傾向にあるため、リサイクル率は向上し

ています。 
(t) 

  
2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

（H30） （R1） （R2） （R3） （R4） 

ごみ総排出量 9,282.8 9,386.3 9,074.1 8,903.0 8,790.2 

資源化量 1,030.9 1,029.1 1,054.6 1,014.8 1,043.2 

リサイクル率(総ごみ量) 11.1% 11.0% 11.6% 11.4% 11.9% 

 

② 数値目標に対する進捗状況 

削減目標：生活系ごみ増加、事業系ごみ削減  ／  増加目標：リサイクル率目標達成  
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

生活系ごみ 事業系ごみ
（ｔ）

1,250 g/人・日

781 g/人・日

652 g/人・日

18.4 %

11.5 %

3,430.25 t

2017年度

（H29）

１人１日当たりごみ総排出量

生活系ごみ（資源物を含む）

生活系ごみ（資源物を除く）

生活系ごみリサイクル率

リサイクル率（ごみ総排出量）

事業系ごみ排出量

策定時基準値

1,142 g/人・日 ▲108 g/人・日

788 g/人・日 +7.0 g/人・日

665 g/人・日 +13.0 g/人・日

17.2 % ▲1.0 ﾎﾟｲﾝﾄ

11.9 % 0.4 ﾎﾟｲﾝﾄ

2,725.68 t ▲705 t

2022年度

（R4）

実績値

対基準値

増減

1,096 g/人・日 70% 未達

684 g/人・日 -7% 未達

564 g/人・日 -15% 未達

19.1 % -58% 未達

11.9 % 100% 達成

3,173.00 t 274% 達成

2022年度

（R4） 目標達成度

目標値
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③ ごみ処理の基本方針、数値目標及び目標達成のための施策 

(1) 基本方針 

 

(2) 数値目標 

 

(3) 目標達成のための施策 

施策内容 

◆ 減量化・排出抑制計画 

  ◎住民と事業者及び町が連携した、ごみの減量化や排出量削減など 

◆ 資源化計画 

  ◎分別の徹底によるごみのリサイクル率向上など 

◆ 収集・運搬計画 

  ◎分別排出マナーの向上や資源物持ち去り抑制など 

◆ 中間処理計画 

  ◎環境に配慮した、中間処理施設の長期的かつ安定的な運転の実施など 

◆ 最終処分計画 

  ◎最終処分量の減量化・減容化、衛生的な最終処分体制の推進など 

◆ その他の施策 

  1) 環境教育への取り組み 

  2) ごみの不法投棄の抑制 

  3) 高齢化社会への対応 

  4) 医療系一般廃棄物の処理 

  5) 「ごみのないきれいなまちにする条例」の周知徹底 

  6) 外国人への対応 

  7) 災害廃棄物対策 

 8) 一般廃棄物（事業系）収集運搬業許可 

  

1,142 g/人・日 1,088 g/人・日 963 g/人・日 ▲179 g/人・日

788 g/人・日 767 g/人・日 691 g/人・日 ▲97 g/人・日

665 g/人・日 643 g/人・日 554 g/人・日 ▲111 g/人・日

17.2 % 18.0 % 21.9 % +4.7 ﾎﾟｲﾝﾄ

11.9 % 12.7 % 15.7 % +3.8 ﾎﾟｲﾝﾄ

2,725.68 t 2,495.91 t 2164 t ▲562 t

▲8.4 % ▲20.6 %

増減

現状 中間目標 計画目標

2022年度

（R4）

2023年度

（R5）

2028年度

（R10）

事業系ごみ排出量

対2022年度削減率

１人１日当たりごみ総排出量

生活系ごみ（資源物を含む）

生活系ごみ（資源物を除く）

生活系ごみリサイクル率

リサイクル率（ごみ総排出量）

⚫ 循環型社会の形成に向けた施策の推進 
⚫ 住民・事業者・行政の 3者の協働による循環型社会の構築 
⚫ 周辺環境に配慮した処理体制の推進 
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3. 生活排水処理基本計画 

① 生活排水処理の現況と課題の整理 

 

生活排水処理の課題 
（１）公共下水道の整備推進   （２）生活雑排水処理の推進 
（３）し尿と浄化槽汚泥の処理量 （４）広報・啓発活動 

② 生活排水処理の目標及び将来予測 

【生活排水処理の基本方針】  

(1)公共下水道整備の推進  (2)公共下水道水洗化率の向上  (3)生活雑排水の適正処理の推進  

【生活排水処理率目標】  

2022年度(令和4年度)実績93.5%から6.5ポイント向上、2028年度 (令和10年度)100.0% 

（生活排水処理形態別人口の将来予測） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（し尿・汚泥計画平均処理量予測） 

20,277 20,198 20,600 20,835 20,966 
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90.8%

89.3%

91.9%

93.5%

82%

84%

86%

88%

90%

92%

94%

96%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2018 2019 2020 2021 2022 （年度）

処理率（％）（人）

計画処理区域内人口（人） 水洗化・生活雑排水処理人口（人） 生活排水処理率（％）

100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

（％）（人）

（年度）

公共下水道人口 合併処理浄化槽人口

単独処理浄化槽人口 汲み取りし尿人口

生活排水処理率

実績 計画

0

1,331 

0

1000

2000

3000

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

（kL/日）

（年度）

し尿収集量 浄化槽汚泥収集量

実績 計画


